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霞
が
関
埋
蔵
金
の
有
無
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

政
府
は
、
特
別
会
計
の
剰
余
金
、
積
立
金
な
ど
か
ら
一
部
を
取
り
崩
し
、
国
債
の
償
還
費
用
に
充
て
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年

度
予
算
で
は
、
財
政
融
資
資
金
特
別
会
計
か
ら
九
・
八
兆
円
を
取
り
崩
す
。

自
民
党
の
中
川
秀
�
元
幹
事
長
が
「
四
〇
兆
〜
五
〇
兆
円
の
埋
蔵
金
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
額
は
財
政
融
資
資

金
と
外
国
為
替
資
金
両
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
剰
余
金
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

一

個
々
の
特
別
会
計
の
剰
余
金
は
、
な
ぜ
発
生
し
た
か
。

二

個
々
の
特
別
会
計
に
お
い
て
、
必
要
な
積
立
金
等
の
額
（
残
高
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

三

特
別
会
計
の
「
積
立
金
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
目
的
に
沿
っ
て
積
み
立
て
ら
れ
た
必
要
な
も
の
」
（
答
弁
書
第
一
四
八
号
）

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ら
の
額
は
ど
の
よ
う
な
算
定
基
準
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
積
立
金
の
額
（
残
高
）

は
、
「
必
要
な
も
の
」
と
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

四

二
〇
〇
八
年
度
予
算
で
、
国
債
の
償
還
費
と
し
て
取
り
崩
す
こ
と
と
し
た
財
政
融
資
資
金
特
別
会
計
か
ら
の
九
・
八
兆
円

は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
の
下
、
算
出
さ
れ
た
額
か
。

五

自
民
党
の
財
政
研
究
会
及
び
税
制
調
査
会
は
埋
蔵
金
の
存
在
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
り
、
ま
た
、
答
弁
書
第
一
四
八
号
で

一



は
「
取
り
崩
し
可
能
な
埋
蔵
金
の
定
義
は
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
有
無
や
金
額
等
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
自
民
党
の
中
川
元
幹
事
長
の
「
四
〇
兆
〜
五
〇
兆
円
の
埋
蔵
金
が
あ
る
」
と
の
見
解

は
、
誤
り
か
。

右
質
問
す
る
。

二


